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そして、この事業を通して、地域と関わりを持ち、現
在でも継続的に活動を続けている学生が複数生まれると
ともに、「ひとつの選択肢」と「定着人口づくり」の間に、
「学生版関係人口づくり」という新しい可能性が見えてき
ました。
 「大学生みらいサポート事業“ロカリアル”」
2018（平成30）年度は10～15名程度の学生がゲストを囲みながら、自由に意見を交わす形で実施しま
したが、より多くの学生に参加してもらうため、2019（令和元）年度からは「寄附講義」の形を取り、受
講者が200名を超える講義形式の授業となりました。
この寄附講義は、本市のことを知らない、知っていても名前程度という学生に、本市を知ってもらう機会
となったことは大きなメリットですが、一方で、双方向型から一方向型となったことで、ゲストとの距離が
生まれ、「交流の場」としての機能が低下したこと、さらには、授業だけでは伝えられない地域の現状を深く
知る機会の提供「現地ツアー」の実施が見送られたことは、今後の改善点であると考えています。
2018年度 フィールドワークの様子 2019年度 寄附講義の様子
 今後の展開
前述のとおり、和歌山大学とは、2016（平成28）年の包括協定締結以後、地域課題の解決に向け、協働・
連携を図りながら様々な事業に取り組んできました。特に、2018年度から実施している「大学生みらいサ
ポート事業“ロカリアル”」事業においては、「本市を知ってもらう機会の増加」「インターンシップの受け入
れ」とともに、学生の皆さんにとりましては、地方の現状を知り、ゲストとの繋がりを持つことで、「現実社
会の認識」「問題意識の明確化」といった一定の効果が現れてきているのではないかと思っています。
今後、「学生版関係人口づくり」に向け、この「大学生みらいサポート事業“ロカリアル”」を軸とした継
続的な取組が必要であり、同時に、関係人口の創出のために、まずは、地域（地元）の活性化を含めた「地
域振興」が益々重要になってくると考えています。
そうしたことからも、様々な地域課題の解決に向け、今後とも和歌山大学との連携をより一層密にし、大
学が持つ英知と学生の皆さんの斬新な発想・情熱を地域振興に注いでいただきたいと思っていますし、その
ことが、本市はもとより、紀南地方、ひいては和歌山県全体の更なる発展に繋がるものであると期待をして
います。
 田辺市企画広報課 
2018年度 ロカリアルの一コマ
